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学位論文内容の要旨

大麦網斑病は糸状菌のPyrPロロ戸カロrヨfぎreぷDrechs.の感染によっ

て葉身、葉鞘等に網目状（net型）あるいは斑点状（spot型）の病斑

を．生じ、感染により穀粒収量が大幅に減少したり、ビール用のオオ

ムギにおいては醸造品質の低下を招く場合がある。本論文では大麦

網斑病菌の培養特性、抵抗性の検定方法、病原性の分化、抵抗性の

遺伝資源や選抜方法等にっいて、効率的な抵抗性育種を計るために

総合的な検討を行った。

  抵抗性検定の接種源となる分生子の増殖には、Vー8培地を用いて、

12時間日長条件で近紫外光を照射し、25℃土6℃の変温条件下で培

養するのがもっとも効果的であった。

  接種検定には2葉期の植物体を用い、感染に至る時間を48時間と

して、発病まで20℃で育成するのが適当とみられた。なお、品種間

差はTekauz（1985）による病斑指数（1：抵抗性-10：高度罹病性）

により明瞭に識別できた。検定精度は病斑指数で1～2、時期を異

にする場合には2～3が有意差の指標になった。

  次に、我が国およびカナダで栽培中のオオムギから採取した52菌

株を用いて、世界各地から蒐集したオオムギ38品種に総当たりの接

種を行い、病原性の分化を検討した。病斑指数の分散分析の結果、

菌株の病原カならびに品種の抵抗性の変異は極めて大きく、菌株と

品種の交互作用が小さいため、病原性の分化の程度は小さかった。

ナよお、spot型の菌株の病原性には多少分化を生じた傾向がみられ、
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インド由来の品種中には菌株によって異なる抵抗性反応を示すもの

があった。

オ オ ム ギ の 近 縁 野 生 種 ― 18種 の 全 て で 尸． tereぷ に 対 す る 寄 生 性 が

認 め ら れ 、 し か も 抵 抗 性 を 示 す 系 統 が 多 か っ た の で 、 野 生 種 は 抵 抗

性遺 伝資源 とし て重 要と 考えら れた 。な お、  〃，spロ灯Zオneびガでは抵

抗 性 の 地 理 的 変 異 も 認 めら れた 。

世 界 中 か ら 集 め ら れ た 5． 102品 種 にっ い て 抵 抗 性 を 調 べ た と こ ろ、

抵 抗 性 側 に ピ ー ク の あ る 連 続 変 異 を 示 し 、 エ チ オ ピ ァ 、 北 ア フ リ カ

お よ び 朝 鮮 半 島 を 中 心 に 抵 抗 性 品 種 が 豊 富 に 存 在 し た 。 ま た 、 カ ナ

グ と 日 本 で 採 取 し た 4菌 株 に 対 す る 供 試 品 種 の 抵 抗 性 は 互 い に 類 似

し て い た が 、 日 本 で 採 取 し た K105に は 抵 抗 性 で 、 カ ナ ダ で 採 取 し た

WRS102に は 罹 病 性 と なる も の が 、 ネ ′ ヾ － ル 由 来 の小 穂 脱 落 性 で 東 亜

型 に 属 す る 品 種 に 偏 在し てい た。

主 要 な 農 業 形 質 と 抵 抗 性 と の 関 係 を 検 討 し た 結 果 、 6条 よ り 2条 、

秋播性よりも春播性、小穂脱落性の東亜型よりも西域型の品種群で

抵抗性が有意に弱く、ビール用のオオムギの特性である2条・春播

・西域型・皮性の品種群では抵抗性が特に弱かった。さらに、日本

の2条と6条品種群間や、ネパールの皮性と裸性の品種群間にも抵

抗性の明らかな差異が認められ、いずれも後者の抵抗性が強かった。

こ．のような抵抗性の差異がそれぞれの形質を支配する遺伝子の副次

的効果によるか否かを知るために、優性と劣性で異なる2種の同質

遺伝子系統の各組を用いて系統間差を調べたところ、2系統間に明

確な差異は認められなかった。従って、抵抗性の差異は品種群の成

立する過程での抵抗性遺伝子の地理的偏在に他の標識遺伝子が相伴

ったことによるものと考えられた。
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抵 抗 性 x罹 病 性 の 交 雑 組合 せ 94種 に っ い てF2集 団 に おける 分離 を

調 べ た 結 果 、 そ れ ぞ れ 1遺 伝 子 、 2遺 伝 子 ま た は 3遺 伝 子 差 に 基 づ

く 分 離 が 認 め ら れ 、 微 働 遺 伝 子 の 関 与 す る 場 合 も 多 か っ た 。

  罹 病 性 と 抵 抗 性 の 2品 種 を 検 定 親 とし て 16の 親 品 種 に っい て ト ッ

プ 交 配 を 行 い 、 各Fi間 の 抵 抗 性 を 比較 し た と こ ろ、 供試 品種の 抵抗

性 遺 伝 子 は 不 完 全優 性 を 示 す 場 合 が多 か っ た 。 また 、Fiの優性 度は

供 試 品 種 の 抵 抗 性が 強 い 場 合 は 抵 抗性 側 で あ っ たが 、弱 い場合 には

罹病性側となった。

  6x6の 正 逆 総 当 り 交 配 の 3セ ッ ト に つ い て 2菌 株 を 接 種 し て ダ

イ ア レ ル 分 析 を 行い 、 抵 抗 性 の 遺 伝を 解 析 し た 結果 、抵 抗性に っい

て 相加 ・優性 モデ ルを仮 定で きた。 相加 効果は 優性効果より大きく、

平 均 優 性 度 は 0． 49～0．86と 不完 全優性 を示 した。 遺伝 率は狭 義で

0．72～0．87、広義で0．95～0．97となり、いずれも高い値が得られた。

  さ ら に 、 Fz集 団 で 微 働 遺 伝子 に よ る 分 離 を 示し た 2集 団か ら F3系

統 を作 って、 抵抗 性の親 子関 係ナょ らび に選抜 効果を検討した。F2個

体とF.系統平均値の病斑指数の相関係数1ま0． 77および0．78、回帰係

数 はO．  65お よび0．67となり、いずれの交雑組合せでもほば同等の高

い 値 を 示 し た 。 病斑 指 数 の 選 抜 差 と遺 伝 獲 得 量 から 推定 した遺 伝率

は 、両 組合せ でO． 72および0．73となり、いずれも高い値を示し、抵

抗 性 の 選 抜 が 比 較的 容 易 で あ る と 考え ら れ た 。 ただ し、 高度の 抵抗

性 が 優 性 と な る 場合 が 多 く 、 し か も、 初 期 世 代 には へテ ロ型個 体の

含 ま れ る 確 率 が 高い の で 、 む し ろ 固定 度 の 進 ん だ後 期世 代にお ける

選抜が適当と考えられた。

  以 上 の よ う に 、本 研 究 に よ っ て まず 、 こ れ ま でよ り精 度の高 い抵

抗 性 検 定 法 が 考 案さ れ た 。 こ の 検 定方 法 を 用 い て抵 抗性 遺伝資 源を



検索し、世界各国から導入された抵抗性品種の中に我が国に分布す

る病原菌に対しても抵抗性を発揮するものが多数あることがわかっ

た。さらに、抵抗性の遺伝様式に基づいて効率的な選抜方法を示し

た。かくして、大麦網斑病の抵抗性育種に関して総合的な知見が得

られたことになる。
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学 位 論 文 題 名

大 麦網 斑 病抵 抗 性に 関す る 育種 学 的研究

大 麦網 斑 病は 糸 状菌 の感 染 によ っ て、 葉 身、 葉鞘 等 に網 目状あ る

いは斑点状の病斑を生じ、収量の大幅な減少や醸造品質の低下を招

く。本論文では病原菌の培養条件、抵抗性検定法、病原性の分化、

抵抗 性の遺伝解析等にっいて総合的な検討を行‾）た。

    本論文は5章より成り、172頁で表54と図29及ぴ写真8を含む。

主な内容は下記の如く要約される。

(1)病原菌の培養条件並びに抵抗性検定法

  分生子の増殖にはV-8培地を用い、12時間日長条件下で近紫外光

を照射し、25℃土6゚ Cの変温条件で培養するのが最適であった。

  接種による抵抗性検定では、2葉期の植物体を用い、感染に至る

時間を48時間とし、発病まで20℃において育成した。なお、Tekauz

（ 1985)による病斑指数を用いて、J（強）～10（弱）へ評価して、

2 -3点差がほぼ有意差となることを認めた。

(2)病原性の分化

  我が国各地及ぴカナダで栽培中のオオムギから採取した52菌株を

用いて、世界各地から導入されたオオムギ38品種にっいて総当たり



の接種を行った。抵抗性の品種間変異が極めて大きく、菌株と品種

問の交互作用は小さかったので、病原性の顕著な分化は見出されな

かった。なお、インド由来の品種中には菌株の違いにより異なる抵

抗性反応を示すものがあった。

(3)抵抗性遺伝子源

  オオムギの近緑野生種18種中には抵抗性を示す系統が多かった。

特に旦．spontaneりmでは抵抗性の地理的変異が認められた。

  世界各地から集められた5，102品種にっいて抵抗性を調べたとこ

ろ、抵抗性側にビークのある連続変異を示し、エチオピア、北アフ

リカ及び朝鮮半島などに抵抗性品種が豊富に存在していた。また、

日本で採取した菌のK105には抵抗性を示し、カナダで採取した菌の

W RS102には罹病性となる品種が、ネバール由来の小穂脱落性で束亜

型の品種に偏在していた。

(4)抵抗性と主要形質問の関係

  実用形質の2条種と6条種問、春播性と秋播性問、西域型と束亜

型間には、それぞれ抵抗性の有意差が認められ、いずれも前者の抵

抗性が強かった。また、ビール用の2条・春播・西域型・皮性の品

種群でtよ特に抵抗性が弱かった。各形質対にっいての同質遺伝子系

統を作成して、優性と劣性の系統間では抵抗性に差の認められない

ことを明らかにした。したがって、抵抗性は各標識遺伝子によるの

ではなく、むしろ抵抗性遺伝子と各標識遺伝子が系統分化の過程で

互いに組合さったことtこよると考えられる。

(5)抵抗性の遺伝分析

  抵抗性X罹病性の交雑縫合せ94種についてF2分離を調べた結果、



1～3対の主働遺伝子による外に微働遣ほ子も関与していた。トッ

プ交配によって、P1問の抵抗性を比較しナこところ、Flの優性度tよ供

試品種の抵抗性が強い場合tま抵抗性側であったが、弱い場合は反対

に罹病性側となっ′こ。

    6X6の正逆総当り交配によるダイアレル分析でtよ、3セット共

に抵抗性は相加・優性モデルに従い、相加効果が優性効果より大き

く、平均優性度が0．4 9～0．86で、狭義の遺伝率tよ0．72～0．87と比較

的高い値を示し′こ。

  さらに、連続変異を示したF2集団からF3系統を作って『2個休と『3

系統平均値間の相関係数並びに回帰係数を調べたところ、いずれの

交雑組合せでも高い値が得られた。病斑指数の選抜差と遺伝獲得量

から推定される遺伝率は、2種の交雑組合せでO．72及び0．73となっ

た。そこで、抵抗性の選抜は比較的容易であり、優性効果がみられ

なくなり、固定度の進んだ後期世代における選抜がより有効と考え

られる。

  以上の研究成果tま、抵抗性検定法の確立や抵抗性の遺f云様式の解

明とそれに基づく効率的な選抜方法を明らかにしたことから、大麦

網斑病抵抗性の育種に寄与する所が大であった。

  よって審査員一同tま、別に行った学力確認試験の結果と合わせて、

本論文の提出者佐藤和広は、博士（農学）の学位を受けるのに十分

な資格があるものと認定し′こ。


